
山地の自然林の林縁や林内の倒木で明るくなった場所などを好んで生息する

習性がある。樹木の枝や草木の間に１本の粘り糸を張り，その片側に潜む。自

然林の減少や林内の荒廃，林道工事や人工林の増加などで，安定した生息環境

を失っており，県内では，1988年ごろから減少傾向が著しい。

（写真･文：菊屋奈良義）

ツクネグモ
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大分県　準
環境庁　掲載なし

県内分布 ほぼ県内全域
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